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令和７年度の１学期の主な行事予定並びに 

園行事、PTA活動の変更点について(お知らせ) 

 

 今年度もあと１ヶ月ほどになりました。保育園、幼稚園の子どもたちは、入

園、入学、進級に向けて毎日の園生活を元気いっぱいに過ごしております。保

護者の皆様の１年間のご理解、ご協力に感謝申し上げます。 

 さて、園では、令和６年度のまとめを行うとともに、園での教育・保育をさ

らに充実させるために、令和７年度の計画を検討しているところです。現時点

での「１学期の主な行事予定」並びに「園行事、PTA 活動の変更点」について

お知らせ致しますので、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。 

 

【令和７年度１学期の主な行事予定】 

 ４月１０日（木）・・・〔幼稚園〕年中組・年長組 進級式、保護者懇談会 

 ４月１１日（金）・・・〔幼稚園〕年少組 入園式、保護者懇談会 

 ４月１７日（木）・・・〔幼稚園〕給食開始 

 ４月２１日（月）～２５日（金）・・・〔幼稚園〕個人面談 

(年少全員、年中・長希望者) 

５月１２日（月）～１４日（水）・・・〔保育園〕個人面談(希望者) 

５月２３日（金）・・・〔保育園〕保育参観 

６月１４日（土）・・・〔幼稚園〕夏まつり 

 ７月 ５日（土）・・・〔幼稚園〕ファミリーデー（保護者参観） 

 ７月１７日（木）・・・〔幼稚園〕１学期終業式 

 ７月１８日（金）・・・〔幼稚園〕年長組一日夏期保育 

 ７月２５日（金）・・・〔保育園〕夏まつり 

 

【令和７年度の園行事の変更点】 

(1)年長の「お泊り保育」を「一日夏期保育」に変更する。 

 （お泊りはなしで、一日で園外保育や園での活動を行う。） 

  (法制度との整合性、防犯・安全・衛生上の観点、園児の発達段階の配慮、 

他園の実施状況等の理由による) 

(2)年長組での「科学タイム」を年数回実施する。 

（１月にひまわり組で参観してもらったもの、回数や実施時期は今後検討） 

(3)夏まつりの実施日を７月から６月（令和７年度は６月１４日（土）へ移 



動。（熱中症対策のため） それに伴い、ファミリーデー（保育参観）は

６月から７月へ移動。 

 (4)給食費は、毎月の給食提供日数分の金額を保育料と一緒に引き落としま 

す。毎月の給食提供日数は、４月の園だよりでお知らせします。欠席の場 

合の返金はしません。ただし、病気、けが、旅行等の理由により、連  

続した２０日間（土、日、祝日等を含む）以上の長期欠席届の事前  

提出がある場合は、その日数分の返金を致します。  

     【毎月の給食費】  

条 件 毎月の給食費引き落とし額  

主食費＋副食費の場合 毎月３５０円×毎月の給食提供日数分  

主食費のみの場合  

(副食費免除の場合) 
毎月１５０円×毎月の給食提供日数分   

(5)「災害時用非常セット」は、取手市からの補助金で準備し保管 

する。これまでの個人でご購入いただいた非常セットは年度末 

に返却いたします。お家でご活用下さい。 

 (6)保育園のクラスだよりは、現在は月末に配布するとともに、パステルで 

配信をしているが、令和７年度より、配布・配信はなしとし、月に１回程 

度廊下への掲示とする。 

 (7)令和７年度より幼稚園だよりと保育園だよりは統一したものを配布する。 

 (8)幼稚園のループタオルの使用はなしとし、ハンカチまたはペーパータオ 

ルを活用する。ポケットにハンカチを入れてきて下さい。 

 

【令和７年度の PTA活動の変更点】 

(1)役員は、会長・・・・１名 

     副会長・・・１名 

      書記・・・・２名 

      会計・・・・２名   とする。 

  (2)卒業アルバムの撮影・作成は業者（ライムフィルム）、写真選定・集金は 

職員とし、卒業アルバム委員の選出はなしとする。 

 (3)謝恩会は廃止し、卒対委員の選出はなしとする。年長児の卒園を保護者 

と職員が一緒にお祝いする機会は、卒園式に一本化する。 

  (4)茨城県私立幼稚園連合会への入会はしないこととし、茨私幼委員の選出 

はなしとする。 

  (5)園行事等で、保護者の皆様のご協力を必要とする場合は、事前にボラン 

ティアを募り、協力をしていただく。 

(6)令和７年度中に、令和８年度より PTA活動（保護者の会）を継続するか 

廃止するかを検討していく。（廃止の場合は、前述のボランティア制度の 

活用を行う。） 


